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１，実施期間および担当区分

実施期間東京都水産試験場大島分場
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２，大型魚礁投入指導3

１）慨要

大島千波沖の大型魚礁は，

昭和４５年度までに４，０５０

個の投入が行なわれたか，昭

和４６年度は１０月２８日に

第１回投入が行なわれ，４７

年５月末をでに延１２回に亘

って合計８４４個が投入設置

された。

魚礁投入にあたっては，出

来るだけ魚礁効果を上げるた

めバラツキの目標は前回同様

に一応半径１５０醜範囲とし

たほか，集中投入による魚礁

の積重ねに重点を置いた。ま

た，投入時の破損を防ぐため

､」

図－１魚礁設置個所とその近海

－１－
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コンクリートの養生期間を充分にとるように指導した。

|投入指導および調査方法

（１）投入場所大島干波沖
●

（２）投入期間昭和４６年１０月～４７年５月

（５）投入数量大型魚礁８４４個

（４）投入指導および調査

2）

魚礁の作成と投入を合理的に行なうため，夏期から秋期に作成した魚礁は充分に養生して１０

月下旬～１１月上旬に一括して投入させ，秋期～冬期に作成した魚礁は５月下旬に一括投入させ

た。魚礁の投入指導は次の方法によった。

③集中的な投入を行なうため，前回と同様に投入区域の中心部に目標となる浮標を投入日毎に

設置し，これを中心に投入を行なわせた。

ゴ

６投入浮標はガラス玉の

二連式とし，流向，流速

の目安とした。（図，５）

ｃ投入魚礁の破損防止と

安全対策のため－個づつ

投入させ，船位の測定は

魚礁投入の都度行ない，

魚礁のバラツキ把握につ

とめた。

ｄ早朝，日没時および視

界不良の際は位置の確認

が不良のため，原則とし

て投入を実施させなかっ

た。

ｃ風浪のはげしい時は，

船体の動揺も大きく操船

も困難で，バラツキが大

となるので投入をしない

ように指導した。

図－５浮標の設置方法

－５－．



５）経過および結果

（１）投入の経過

本年度における魚礁投入の立会は，６日間で延１２航海にわたって実施し，８４４個の全魚礁

について立会った。

第５次航海を除き全般的に天候はほぼ風力５以内のおだやかな日に投入を実施したため，投入

時の破損は全体を通じて１個のみで，ほぼ予定通り投入された。

第５次航海では投入の途中から天候がくずれたが，視界良好のため投入を続行した。しかし，

操船が困難なため結果的にはバラツキが著しかった。

第６次航海以後は天候にも患まれ集中的に投入された。

（２）投入魚礁のバラツキ状況

本年度の投入状況は表－１の通りで，船位から推定したバラツキの状況を図－４に示した。

第1,2,5,4次航海では天候にも恵甫れたため，投入予定の半径１５０ｍ圏内にほぼ投入され，

圏外にはわずか６妬のバラツキがみられたのみであった。

第５次航海は投入途中より風力５～６の悪天候となり，操船か自由に左らず，ほとんど半径１

５０ｍ圏外に分散した。

第６次航海についてはほぼ順調に投入が行なわれ，集中して半径５０ｍ圏内に投入された。

バラツキ状況は半径５０ｍ圏内に４４冊（３６１個），半径１００祝圏内に７４妬（６２７個）

半径１５０加圏内に８６冊（７２５個）の分布となり，半径１５０加圏外には１４冊（１１９個）

であるがこれらの大部分も半径２５０抗圏内に分布していた。

中心部である半径５０碗圏内は従来の投入経過からして相当量が同一区域に投入され，魚探調

査rで積重ね個所が随所にみとめられた。

昭和４２～４６年度事業全期間を通じての最終的な魚礁分布を推定すると図－５のとおりとな

る。

－４－
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３，大型魚礁効果認定調査

１）概要

この調査は魚礁設置を始めた翌年の昭和４５年度より開始し，４５年度分については東水試出

版物通刊１１９号，４４～４５年度分については東水試出版物通刊２１９号でそれぞれ報告をし

たので，今回は４６年度分についての調査結果をとりまとめた。

調査方法については従来と同様左方法に従ったほか，本年は一部利用漁民からの間取調査を加

えた。

2）調査方法

従来同様に魚探，釣獲および底刺網により魚群の出現ならびに集合状況を調査した。

魚探調査および釣獲調査は主として調査船“かもめ唾を用い，底刺網調査は地元漁船を傭船し

て行なった。

５）調査経過および結果

各調査ともほぼ予定通り実施したが，冷水塊の出現などにより図－６のとおり平年より全般に

水温の低下が目立ち，効果判定の資料とした魚群の集合に大きな影響があったと考えられる。

水
温
℃

４０エＦＩ暖

２５

２０

１５

S,４６４月５６７８９１０１１１２１月２５４
lXl-e大島定置観測水温変化

－７－



(1)魚探反応調査

４６年６月～４７年５月までに，日間行ない，魚探反応のなかったのは１０月，１月，２月で，

やや反応が認められたのは７月（ムソと思われる。），８月（サバと思われる。），１０月（魚

種不明），５月（魚種不明）であった。また反応が良く見られたのは６月（底魚と思われる。）

７月（サバと思われる。）であった。

(2)釣獲調査

調査用の釣漁具は前回同様に，通常伊豆諸島近海で使用されている底魚一本釣漁具を使用した。

４６年４月～４７年５月まで１０回行ない，結果は表－２，表－５のとおりで，釣獲があった

のは４月１２日，７月１２日，７月２８日，４７月５月２５日の４回であり，魚種ではムツ４，

キダイ５，トゴットメパル２，カサゴ２，ゴマサパ１４，マハタ１，ホウポウルホシザメ１尾

の８種５０個体であった。

５月２５日に釣獲されたキダイは体長１５cmの小型魚であり，１個体のみであったが，魚探反

応，釣獲状況から判断して魚群の分布か認められた。

(5)底刺網漁獲調査

使用した刺網は前回と同じく４５年に試験的に使用した結果良好であったＡ網（-反の規格が

ナイロン撚糸太さ５号×網目の大きさ２０c77zx網巾（目数）１５掛×長さ１８抗）を使用した。

底刺網による調査は４６年４月から４７年５月までに６回行ない，そのうち１回は網が魚礁に

からまり，引揚不能となった。１月と５月は漁獲皆無であり，また全般的に漁獲は少なかった。

出現魚種はチカメキントキ１１，カイワリ５，アカイサキ５，ホウポウ２，マダイ１，ツノザ

メ６，ギンザメョ，ホシザメ４尾の合計８種５５個体であった。

調査結果は表－４，表－５のとおりである。

－８－



表－１昭和４６年度大型魚礁投入状況

海況および投入状祝航海区分

流向流速Ｎ／２～５Ｋｔ，風向風力Ｎ／５，ほぼ中心点より

半径１００頑圏内に投入された。

流向流速ＮⅡ／２Ｋｔ，風向風力Ｎ、／４，中心点より南西

方向に集中し，半径１５０，，，圏外に出るものが多かった。

流速１Ｋｔ，風向風力Ｎ、／２，ほぼ半径１５０沈圏内に投

入されたが，１個の破損が生じた。

流向Ｎｍ，風向風力ＮⅡ／５，すべて半径１５０而圏内に投

入され，東側に集中した。

風力５～６，途中よい｣､雨の悪天候となり，蚕た浮標も流失

したのでかなりのバラツキが生じた。

風向風力ｓｓｍ／５，天候もよく半径１００ｍ圏内に集中し

て投入された。

風向風力Ｓ／５，波浪５，天候良〈半径１００痂圏内に集中

し，魚礁のバラツキも少なかった。

天候もよく，ほぼ半径１００頑圏内に投入されたが東西にや

やバラツキが生じた。

風向風力Ｎ、／５，波浪２，半径１００頑圏内に投入され，

特に南東側に集中した。

風向風力ＮⅡ／５，波浪２，全部半径１００菰圏内に集中し

て投入された。

風向風力ＳＷ／４～５，ほぼ半径１００，，圏内に投入され，

主に東側に集中した。

風向風力ＳＳＥ／５，半径１５０１７７圏内に５１個，圏外に

２５個とバラツキが生じた。

半径５０而圏内４４妬，半径１００湘圏内７５冊，半径１５０

菰圏内８７妬，圏外１５筋

第１次

航海

第２次

〃
ア

第５次

〃

第４次

〃

第５次

〃

第６次

〃

第７次

〃

第８次

〃

第９次

〃 、

第101ｋ

〃

第１１次

〃

第１２次

〃

－９－



表－２釣獲調査表

浦考（魚盈架辰

iiWfF煕力

柴反応Jやや2F

罰探反応やJや忠

表－５月別釣獲状況

了

］Ｉに
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底

釣

調

査

備考（魚探反応等）

$評煕参;と思われる
サバと,思われる反応あり

サバと思われる反応ややあり

魚探反応なし

魚探反応ややあり

魚探反応なし

〃

魚探反応ややあり
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表－４底刺網調査表

漁獲

カイワリ５，ホウポウ２

アカイサキヨ，マダイ１，チカメキントキ１

チカメキントキ１０，ツノザメ１，

ギンザメ５，ホシザメ４

なし

月日 備 考

Ｓ４６
４．１１

底
刺
網
調
査

4．１５

６．５０ 魚礁上に魚群の魚探反応あり

風向風力Ｅ／５，流向ＳＷ
、

Ｓ４７
１．

2． 〃

魚礁にからまり引揚不能

ろ． 〃

合計６回，８種５５個体

表－５底刺網月別漁獲状況

－１１－

計〈ロ

５
２
５
１
１
６
４

１

５
５５

６

底
刺
網
調
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カイワリ

ホウポウ

アカイサキ

チカメキントキ

マダイ

ソノザメ

ホシザメ

ギンザ〆

合計８種５５個体

調査回数

４

５
２
５
１
１

１２

２

６

０
６
４
５

１

２５

０

１

１

２

引

湯

不

能

１

５

０

１



(4)出現魚種および魚体調査

底釣および底刺網による漁獲調査では１５種６５個体が出現し，このうちトゴットメパルは今

年になって初めて漁獲された。

魚体調査は第５回目の底刺網調査を除き全漁獲物について行なった。測定結果は表－６の通り

であった。

表－６－１魚体調査表

漁法 漁種名 体重 胃内容物
⑨

底刺網 カイワリ

〃

〃

〃

〃

ホウヌＫウ

〃

空

〃

不明

空

〃

'｣、型甲殻類

4．１１

５
８
７
５
５
４
４

●
●

●

２
０
０
２
５
Ｚ
０

●

５
５
５
２
２
３
５

明

？
８
９
９
８
早
不

８
１
４
４
８
６
８

９
５
５
２
３
６
２

６
６
７
６
５
６
５

底釣
一

底刺網

〃

アカイサキ

〃

〃

マ夕．イ

チカメキントキ

4．１５ 不明

〃

〃

〃

甲殻類

ヒメセミエピ

空

４２．２

４２０

３８．８

２Ｚ７

５０．０

1，１４０

１，１４０

９５０

５２１

４６５

明

８
不
〃
〃
８

底釣 カサゴ

〃

５５．５

２５．４

５５６

２５０

Ｐ

２Ｚ４

２４０

ム ソ ５１９
●

２４５〃

５Z４

２６．４

５４０

２７６

〃
〃

トゴヅトメパル

〃

２Ｚ６

２ス１

５７９

５４７

Ｚ２８１キダイ’２４．９ ４７７
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表－６－２

…Ｔ；１１iｊ
２９８

２４７

４８０

４７
５．２５

５
４
０

１
５
６

〃

マノ、夕〃

ホシザ〆

最大
５５．５

最ｄ、
２０６

平均
５０．２

６
０
０

７
２
７

大
４
小
２
均
５

最
最
平

Ｚ２８ ゴマサバ

１４個体

注６月５０日の底刺網調査の漁獲物については測定出来たかった。

（）

(5)開取調査

大型魚礁を比較的多く利用している漁業者を対象とし，４６年度の利用状況等について閏取調

査を行なった結果を表－７に示した。

調査の対象とした標本船５隻のうち，利用率のもっとも高い１隻についてその稼動状況をみる

と，４６年４月から４７年５月までの出漁日数は１５２日で，そのうち６０日が干波沖の大型魚

礁城を操業しており，利用率は４６冊程度と比較的高度に利用している。他の漁業者も同様と考

える訳にはいかないか，標本船の出漁している時には，５～６隻の同漁場での操業を見かけると

の事であるので，利用率は未だ高くないといえる。

聞取りの結果を要約するとおおむね次のようである。釣獲された主な有用出現魚種は表－７に

示した通りであるが，出現した全魚種はマダイ，キダイ，ヒメダイ，ムツ，テングダイ，チカメ

キントキ，カイワリ，ミハラハナダイ，ヒシダイ，スミヤキ，ホウポウ，アヤメカサゴ，マハタ

カンパチ，ヒラマサ，ヨリトフグ，マサパ，ゴマサパ，オアカムロ，アカゼ，アヤメカサゴ，ポ

ータ（地方名），ホンザメの２５種であった。

アン，サバ類ではサバ，アカゼ等は５月～１１月頃，オアカムロは６月～１１月頃に多く釣獲

され，特に１１月頃に多かった。またカンパチ，ヒラマサは８月および１２月頃釣獲されるが量

的に少ない。底魚類ではチカメキントキ，カイワリ（１～２K,），キダイ（１Ｋ,前後）は４～

１０月まで多く，中でも４～６月と秋季の，～１０月に特に多いようである。ヒメダイは魚体１

～２K，のものか５月頃から多少釣獲されるが，本格的には秋季の９，１０，１１．月に多く，良い
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時で４０Ｋ,／１隻１日程度釣獲されている。ムツでは１Ｋ,前後のものが９，１０月に多く，マダ

イも大型の通称“まぐれだい､､が数はあHfD多くたいが，，１０月に釣獲されている。また春先

の通称､〈のぼりだい、､はほとんど出現していたい。

在た，出漁日数は，１２，１，２月が皆無であるが，これは冬期伊豆海域ではシケの日が多く

特に季節風（西風）を雀ともに受ける場所のためである。

●

表－７大型魚礁への出漁日数及び主な釣獲種と漁獲量（最多利用漁船による）平

大型魚礁
域出漁日数

総出漁
日数

その他釣獲量
１隻１日）

主な釣獲魚種月

チカメキントキ,カイワリ，ヒメダイ，ポータ雌坊名）

チカメキントキ，カイワリ，ヒメダイ，

キダイ，サバ，アカゼ

同上他にオアカムロ

同上〃

同上他曳縄でカンパチが多少

キダイ，チカメキントキ，カイワリ，ムツ

ヨリトフク．サバ，アカゼ，オアカムロ

チカメキントキ，カイワリ，ムソ，キダイ

サパ，オアカムロ，アカゼ

カイワリ，キダイ，ムソ，ヒメダイ，サパ

カンパチ，アカゼ，オアカムロ

０
９

１

平均４０K,

９
７

１
１

８４６４

５

〃４０

７
６
７

４
１
４

１
１
１

〃４０

〃２０５０

〃２０～5０

６
７
８

４８ 〃２０９

７１４１０

〃５０

７１１ １４

〃４０～５０

繍
繪

癖》
魚
風
出

工
西
く

人
は
強

０
０
０
５

１２

ｓ４７１

２

５

合計

０
７
０
４

１

(例年はキダイが釣れる〉

（〃）

カイワリ，キダイ 5～７

６０日１５２日
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４，要約

１）昭和４６年度は大型魚礁８４４個の投入を行ない，結果は良好で１個の破損があったのみである。

２）バラツキ状況はほぼ中心域に集中して投入されたが，第５次投入は悪天候のためかなりのバラツ

キが見られた。全体的には順調に投入が行なわれ，半径１５０１７z圏内に８７冊の投入がみられ，残

りの魚礁も半径２５０汎圏内にほぼ投入された。特に，中心の半径５０加圏内に４４筋の投入が行

なわれ，また，魚探調査の結果でも各所に積重ねが見られ，今年度の目的であるカサ上ゲは充分達

成された。

５）漁獲調査による出現魚種は１５種６５個体であり:,新しく出現した魚種はトゴットメパルであっ

た。前回の調査に比べて出現魚種および漁獲量が平均的に少なく,その原因として漁期に集中的に

調査を行なわず，今回は漁閑期も含めて年間を通して調査を行なったこと，それに異常冷水塊の接

近等の海況異変によると考えられる。

４）今回あらたに実施した標本船の開取調査によると，浮魚類ではマサパ，ゴマサパ，オアカムロ，

アカゼ等か多く，底魚類ではチカメキントキ，カイワリ，キダイ，ヒメダイ。ムツ，ポータ（地方

名）等が多く釣獲され，浮魚，底魚とも効果が認められている。

付録･…･大型魚礁設置事業終了に当っての総合考察

昭和４２年以降引続いて大型魚礁に関する各調査を行ってきたが，本年度をもって一応との事業は終

了したのでこれらをまとめて考察を行った。

１）投入された大型魚礁の分布について

魚礁の投入は４２年度９８０個，４５年度1,000個，４４年度１，１１０個，４５年度９００個，

４６年度８４４個の投入を終了し，合計で４，８９４個の大型魚礁が投入された。

投入時の破損は投入法の改善により昭和４４年度以降ほとんどなくなり，魚礁の分布は半径１５０

ｍ圏内に約９０妬と集中し，圏外には１０妬程度となっている。この圏外の魚礁もほとんどか半径

２５０ｍ圏内に分布している。

魚礁区域は半径１５０祁圏内で約７万〆，半径２５０加圏で約２０万７fとなり，魚礁のみで

１ス０００減なので魚礁の間隔等も考えると約５４，０００，fとなる。また周辺の天然礁と併せるとほほ

４０万㎡が利用魚場となり，操業船は５０～１００隻程度が可能である。

２）効果判定

一般に人工魚礁は沈設後２，５年してから効果が現われ，付着生物等餌料生物が増加するのに従

って効果も増大する。この効果は魚礁か埋没しない限り続くものである。本魚礁では投入開始以来
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５年を経ているが，年々の投入等，また今年度のものでは数ケ月程度のものもあり着礁がようやく

始ったものと考えられる。

現在までにチカメキントキ，キダイ，カイワリ，オアカムロ等が着礁し，特に底魚類の着礁は明

らかに認められる。季節的，或いは年別的な変化と増減はみられるが漁期は他の天然礁と同じよう

に６月～１１月に多い。主な有用種の出現漁期は表－８のとおりであるが浮魚であるアソ，サバ類

ではサバ，オアカムロ，アカゼ類か多く出現し，底魚類ではチカメキントキ，カイワリ，キダイ，ム

ツ，ヒメダイ等が多く認められた。このうちヒメダイは当場の調査には現われたかったが，聞取り

調査の結果では数量的にも多獲されていた。マダイはそれ程多くはたく秋口の通称弧のぼりだい画

の大型のものが認められた。チカメキントキ，カイワリ，キダイ等は５～６月にやや多く，８，９

月に少し減少した。ムソは秋の１０月，１１月に多く，チカメキントキ，ポータ（地方名）は投入

後に多く釣獲されるようになった。

冬期は一般に天候不良のため出漁船も少なく，着礁している魚類の消長については把握が困難で

ある。

○漁獲される。

Ｏ多獲される。

表－８人工魚礁域における主な有用種出現漁期

主な出現有用魚種

チカメキントキ

マダイ

４５６７８９１０１１１２１２５ 備考

ＯＯＯＯＯＯ○○

○ ○○○

○０００○○○○○○○○ﾀイキ

チダ イ ○○○

■

○○○○○○ソム

○○○○○○○○ヒメダイ

○○○○○○○○カイワリ

ポータ（カサゴの一種）

○

○○○ ○

○○○○○○○サバ=了

○○○○○○○ゴマサ
●

’、

○○○○オアカムロ
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魚礁投入を行なった各年は，伊豆諸島近海が冷水塊の影響を受けて各漁場とも漁況不振が続いた。

このように比較的海況の悪い年にもかかわらず－定量の魚族の着礁がみられた事を考えると，今後，

海況の好転とあいまってなお一層の効果か期待出来る。また，若年魚の育成漁場の役割も果し，間

接的効果も充分期待される。

長期的な効果については，今後の利用状況により判断されるものであるが，利用する漁業協同組

合等が主体とたって，飼付漁業的に餌科の投入を行う等手段を構ずれば，現在着礁が認められてい

る有用魚族も数量的にある程度まと玄りつつあるので，今後は更に増大し，当初の造成目的であっ

た底魚漁場としてなお一層の成果をあげうるものと思われる。

なお過去２回に亘った報告の中で述べたように魚礁の効果が現われるのは今後であるので当場と

しては引続き効果調査を継続する予定である。

追補

東水試通刊１９９，束水試出版物通刊Ｎｑ２１９の大型魚礁設置事業報告書中において縮尺等に誤りが

ありましたので下記のように訂正します。

東水試通刊１９９，大型魚礁設置事業，大型魚礁設置状況調査ならびに設置効果調査，昭和４２

４５年度分
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